
 
 

改
悪
入
管
法
が

国
会
で
成
立
し

た
日
、
雨
が
降

っ
て
い
た
。
あ
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る
弁
護
士
は
「
冷
た
い[

雨]

の
中
を
ふ
る
え
な
が
ら
の
っ

ぼ
っ
て
ゆ
け
」
と
替
え
歌
で

抗
議
の
声
を
あ
げ
た
▼
改
め

て
中
島
み
ゆ
き
を
聴
く
。
虐

げ
ら
れ
た
少
年
少
女
、
地
域

社
会
の
因
習
に
涙
す
る
少

女
、
力
ず
く
の
男
社
会
に
生

き
る
女
性
。
そ
れ
に
抗
う
「
闘

う
君
」
を
冷
笑
す
る
「
闘
わ

な
い
奴
等
」
▼
そ
れ
で
も
、

傷
つ
き
は
は
が
れ
か
け
た
鱗

の
魚
た
ち
は
水
の
中
を
の
ぼ

っ
て
い
く
、
海
の
中
の
国
境

を
越
え
て
ゆ
く
▼
非
正
規
で

解
雇
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
国

会
議
員
は
「
当
事
者
が
声
を

上
げ
よ
う
」
と
最
賃
行
動
の

際
、
呼
び
か
け
る
▼
あ
い
み

ょ
ん
の
「
貴
方
解
剖
純
愛
歌

～
死
ね
～
」
を
最
近
知
っ
た
。

壮
絶
極
ま
り
な
い
が
、
心
の

奥
か
ら
魂
の
叫
び
を
表
現
し

た
愛
の
歌
▼
冷
笑
を
撥
ね
返

え
し
何
か
を
し
よ
う
と
す
る

原
動
力
は
、
各
々
の
魂
の
叫

び
か
も
し
れ
な
い
。「
闘
え
な

い
君
」
の
心
に
も
響
く
叫
び

▼
「
私
の
敵
」
が
「
私
」
に 

ら
な
い
た
め
に
も
。「
フ
ァ
イ

ト
」 
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開
会
に
あ
た
り
日
巻
中
央
執

行
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
政

治
情
勢
に
つ
い
て
国
会
で
は
自

公
に
加
え
日
本
維
新
の
会
、
国

民
民
主
党
の
４
党
が
数
の
力
で

様
々
な
悪
法
が
強
行
さ
れ
、
改

憲
へ
の
動
き
を
活
性
化
さ
せ

「
戦
争
す
る
国
」
へ
突
き
進
も

う
と
し
て
お
り
、
自
公
政
権
お

よ
び
改
憲
勢
力
か
ら
の
転
換
を

実
現
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ

ま
し
た
。 

 

日
本
郵
政
は
、
２
３
春
闘
交

渉
に
お
い
て
「
夏
期
・
冬
期
休

暇
、
計
４
日
間
を
削
減
し
削
減

分
に
つ
い
て
賃
金
改
善
を
す

る
」
と
の
回
答
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
。
夏
期
・
冬
期
休
暇

４
日
分
の
削
減
で
生
み
出
さ
れ

た
３
２
０
０
円
が
賃
金
改
善
と

言
え
る
の
か
。
こ
の
間
、「
事
業

の
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
」

と
の
理
由
で
７
年
連
続
「
ベ
ア

ゼ
ロ
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

労
働
条
件
の
見
直
し
と
称
し

て
、
正
社
員
の
処
遇
を
引
き
下

げ
て
低
い
処
遇
に
置
か
れ
て
い

る
非
正
規
社
員
と
あ
わ
せ
る
こ

と
が
、
あ
た
か
も
「
不
合
理
な

格
差
是
正
」
で
あ
る
か
の
よ
う

な
提
案
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
最
高
裁
判
決
の
趣

旨
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
社

会
的
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で

あ
り
、
到
底
、
認
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、
労
働
契

約
法
２
０
条
最
高
裁
勝
利
判
決

を
勝
ち
取
っ
た
労
働
組
合
と
し

て
、
切
り
開
い
て
き
た
格
差
是

正
に
向
け
た
大
き
な
流
れ
を
止

め
る
よ
う
な
「
労
働
条
件
見
直

し
提
案
」
に
真
っ
向
か
ら
反
対

し
真
の
格
差
是
正
、
均
等
待
遇

を
実
現
す
る
た
め
、
た
た
か
い

抜
く
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

本
部
か
ら
の
議
案
提
案
後
に

行
わ
れ
た
討
論
で
は
、
延
べ
５

０
の
発
言
が
代
議
員
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
大
会
議
案
へ
の
補
強

も
含
め
、
活
発
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。  

東
京
の
代
議
員
も
発
言 

 
 

東
京
地
本
か
ら
は
、
楽
天
８

５
０
億
円
の
損
出
、
ヤ
マ
ト
と

の
協
業
で
職
場
に
不
安
が
広
が

っ
て
い
る
、
２
３
春
闘
で
ス
ト

決
起
報
告
と
全
国
の
仲
間
と
た

た
か
え
た
こ
と
の
意
義
、
深
夜

労
働
の
改
善
で
深
夜
帯
か
ら
昼

間
帯
に
異
動
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

で
、
夜
間
手
当
が
な
く
な
り
給

与
が
下
が
っ
た
こ
と
、
中
心
的

に
運
動
し
て
い
た
組
合
員
が
退

職
し
た
時
の
対
策
な
ど
を
発

言
、
討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
結
成
か
ら

１
２
年
、
た
た
か
い
の
成
果
と

教
訓
を
力
に
強
く
・
大
き
く
し

て
職
場
の
期
待
に
応
え
る
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
、
新

役
員
を
選
出
し
大
会
を
終
え
ま

し
た
。 

 

７
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、
東
京
労
働
会
館
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
に
て
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
第
１
２
回
定
期
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
リ
モ
ー
ト
併
用
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
全
国
か
ら
一

堂
に
会
し
た
４
年
ぶ
り
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
地
本
か
ら
６
名
の
代

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
来
賓
の
渡
邊
全
労
協
議
長
、
秋
山
全
労
連
副
議
長
、

日
本
共
産
党
の
宮
本
議
員
か
ら
力
強
い
激
励
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。 

東
京
選
出
の
飯
田
代
議
員
（
地
本
執
行
委
員
・
晴
海
支
部
）
が
議
長
を
務

め
ま
し
た
。 

 

日巻委員長のあいさつで大会始まる 

討論に参加する東京選出の日馬代

議員（銀座支部書記長） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

８
月 

１
日
（
火
）
全
国
弁
護
団

会
議
（
リ
モ
ー
ト
）
１
０
時 

１
９
日
（
土
）
第
１
４
回
地
本 

執
行
委
員
会
（
佃
区
民
館
） 

２
６
日
（
土
）
第
１
２
回
東
京
地

本
大
会
（
渋
谷
勤
労
福
祉
会
館
） 

１
０
時 

９
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
） 

東
京
全
労
協
宿
泊
交
流
学
習
会 

 
 

 
 

 

足
尾
銅
山 

９
月
２
４
日
（
日
）・
２
５
日
（
月
） 

全
労
協
第
３
５
回
定
期
全
国
大
会 

 
 

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
ｏ 

●

毎
月
１
９
日 

総
が
か
り
行
動 

告    示 

郵政産業労働者ユニオン東京地方本部規約第 23

条により、第１２回東京地方本部定期大会を下記

のとおり開催するので告示します。 

 

記 

１、日 時   ２０２３年８月２６日（土） 

        ９時３０分開場 １０時開会 

１７時終了 

２、会 場   渋谷勤労福祉会館 

           渋谷区神南１－１９－８ 

        TEL ０３－３４６２－２５１１ 

３、議題    ①２０２３年度運動方針（案） 

②２０２３年度財政方針（案） 

                ③その他 

以上 

 
２

０２３年７月１５日 

郵 政

産業労働者ユニオン東京地方本部 

委

員長 田中 孝史 

 

こ
こ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ 

 

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は

７
月
２
８
日
、
２
０
２
３
年
度

の
最
低
賃
金
を
４
１
円
８

４
・
３
％
）
引
き
上
げ
る
と
す

る
目
安
を
答
申
し
ま
し
た
。
全

国
加
重
平
均
は
１
０
０
２
円

（
現
在
９
６
１
円
）
。
Ａ
ラ
ン

ク
（
東
京
、
大
阪
な
ど
）
４
１

円
、
Ｂ
ラ
ン
ク
（
北
海
道
、
福

岡
な
ど
）
４
０
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク

３
９
円
。
こ
れ
は
岸
田
政
権
が

掲
げ
る
「
全
国
加
重
平
均
１
，

０
０
０
円
」
（
４
％
３
９
円
の

引
き
上
げ
）
を
踏
襲
し
た
内
容

と
言
え
ま
す
。 

 

し
か
し
、
５
月
の
全
国
消
費

者
物
価
指
数
（
生
鮮
食
品
を
除

く
）
は
前
年
度
同
月
比
で
３
・

２
％
上
昇
し
２
１
か
月
連
続
で

前
年
同
月
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
実
質
賃
金
も
前
年
同
月
よ

り
１
・
２
５
％
減
で
１
４
か
月

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

ま
す
。
６
月
か
ら
は
電
気
料
金

も
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
物
価
高
騰
が
続

く
状
況
で
は
、「
１
，
０
０
２
円
」

で
は
焼
け
石
に
水
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
に
は
、
全
労
連
の
調

査
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
最
低

で
も
１
，
５
０
０
円
以
上
は
必

要
で
す
。 

こ
の
間
、
全
労
連
、
全

労
協
は
共
同
で
中
央
審

議
会
に
対
し
連
続
し
て

要
請
行
動
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
７

月
１
５
日
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｑ

Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
（
エ
キ
タ

ス
）
、
全
労
協
、
全
労
連

な
ど
７
団
体
に
よ
る

「
７
・
１
５
最
低
賃
金
あ

げ
ろ
デ
モ
実
行
委
員
会
」

が
主
催
し
新
宿
サ
ウ
ン

ド
デ
モ
を
お
こ
な
い
「
賃

金
上
げ
ろ
」
「
最
賃
上
げ

東
京
春
闘
共
闘
、
東
京
地
評
公

務
部
会
、
東
京
国
公
が
主
催
す
る

「
公
・
民
共
同
７
・
２
１
人
事
院

前
行
動
」
が
夕
刻
６
時
３
０
分
か

ら
７
５
名
が
集
ま
り
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。 

雇
用
と
暮
ら
し
を
守
れ
！
物

価
高
に
負
け
な
い
賃
金
の
引
き

上
げ
の
人
事
院
勧
告
を
求
め
て
、

主
催
者
を
代
表
し
て
東
京
春
闘

共
闘
代
表
の
矢
吹
義
則
さ
ん
が

あ
い
さ
つ
。
連
帯
の
挨
拶
は
公

務
・
民
間
か
ら
の
代
表
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
お
互
い
に
連
携
を

し
て
た
た
か
っ
て
い
く
事
が
大

切
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。 

決
意
表
明
は
６
名
が
お
こ
な

い
、
田
中
委
員
長
か
ら
「
夏
期
・

冬
期
休
暇
削
減
反
対
と
す
べ
て

の
社
員
に
夏
期
・
冬
期
休
暇
３

日
間
を
付
与
す
る
」
よ
う
に
た

た
か
い
ぬ
く
決
意
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
賃
金
の
引

き
上
げ
と
人
間
ら
し
い
働
き
方

の
確
立
に
つ
な
が
る
人
事
院
勧

告
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
夜
空
に

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

 

ろ
」
「
当
事
者
は
声
を
上
げ
よ

う
」
と
約
５
０
０
名
の
参
加
者

が
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

７
月
２
６
日
・
２
８
日
の
、

要
請
行
動
で
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京

地
本
執
行
委
員
井
上
さ
ん
、
晴

海
支
部
浅
川
さ
ん
が
非
正
規
労

働
者
の
立
場
か
ら
「
生
活
で
き

る
賃
金
を
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、

郵
政
の
非
正
規
社
員
の
時
給
ア

ッ
プ
に
直
結
し
ま
す
。
２
３
春

闘
で
は
ベ
ア
ゼ
ロ
で
し
た
。
非

正
規
社
員
の
皆
さ
ん
。「
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
賃
金
を
」

と
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 非
正
規
労
働
者
の
生
活
の
実

態
報
告
と
最
低
で
も
１
，
５

０
０
円
は
必
要
と
訴
え
る
井

上
東
京
地
本
執
行
委
員 


